
整合性の協議

生成AI

学習指導要領

指導案

深 い 学  び 合 い

「深い学びの技法」を基に構成する学習過程「深い学びの技法」を基に構成する学習過程

に着目した手立てを検討するに着目した手立てを検討する

「深い学びの技法」を基に構成する学習過程

に着目した手立てを検討する

新潟県中学校教育研究会　「教師の学び」に関する重点新潟県中学校教育研究会　「教師の学び」に関する重点新潟県中学校教育研究会　「教師の学び」に関する重点

①「深い学びにいたる授業」を通して、
育成したい生徒の姿の検討

生徒が「深い学び
の技法」を活用で
きるような手立て
を構想
※詳細は次ページ
の「深い学びにい
たる授業」を参照

②生徒の実際の姿を基に、
ねらいや手立ての整合性の協議

生徒の実際の姿を基に、ねらいや手立ての整合性を協議する生徒の実際の姿を基に、ねらいや手立ての整合性を協議する生徒の実際の姿を基に、ねらいや手立ての整合性を協議する

○授業全体の様子を見取り

　やすい

▲生徒の反応や変容が見取

　りにくい

○教師の働きかけに対する
　生徒の反応や変容を見取
　りやすい
▲立つ位置によって、一部
　の生徒の様子が見取りに
　くい

○生徒の思考などの一連の
　過程を見取りやすい
▲観察する生徒の様子だけ
　の見取りになり、他の生
　徒の様子との比較がしに
　くい

授業参観の立ち位置
で、生徒の見取りが
大きく変わる

授業の見方

③ファシリテーションを活用した
参加者の理解の促進

ファシリテーションを取り入れ、研究の理解を深めるファシリテーションを取り入れ、研究の理解を深めるファシリテーションを取り入れ、研究の理解を深める

検討会や協議会の目的に応じて、ファシリテーション（話合いを促

進する技法）を取り入れることで、参加者のインプットとアウトプ

ットの量や質が高まり、研究の理解が促進されます。参加者が自分

事として、研究を捉えることができます。

④授業改善に向けた
新たな気付きの促進

資質・能力との関連から生徒の姿を具体的に検討する資質・能力との関連から生徒の姿を具体的に検討する資質・能力との関連から生徒の姿を具体的に検討する 授業の改善に向けた新たな気付きを得る授業の改善に向けた新たな気付きを得る授業の改善に向けた新たな気付きを得る
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授業改善プロジェクト」（さくら社）

　協議会の後半に、授業で得た気付きを、自分の授

業に生かせる言葉にまとめることが有効です。具体

と抽象の両方の視点から、自分の授業でも応用でき

る他の手立てを思考することにつながります。

生徒の実際の姿生徒の実際の姿生徒の実際の姿

ねらいねらいねらい 手立て手立て手立て

先行事例の指導案、学習指導
要領、生成AIなどの活用

ファシリテーションの視点や

司会が話し合いを深めるための問い（例）

 参観者が授業で気付
いた共通のものをま
とめること（グルー
ピング、ラベリン
グ）で、参観者同士
で新たな視点や考え
方を共有できます。

 協議題に応じて、観点別
のフレーム（Keep[有
効]、 Problem[改善]、
Try[代案]）を設定し、参
観者の気付きを共有しま
す。さらに、授業の改善方
法も共有できます。

 授業展開に沿って、教師
の働きかけが、生徒の思
考や行動にどのように影
響したかを分析できま
す。また、授業者の教授
行動など細かい点も分析
できます。

生徒の実際の姿を

見取る視点（例）

  先生方の「先生方の「深い学び合い深い学び合い」から、」から、        「「深い学び深い学びにいたる授業にいたる授業」の実現へ」の実現へ 先生方の「深い学び合い」から、    「深い学びにいたる授業」の実現へ
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